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任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会

議
員
選
挙
は
3
月
16
日
に
行

わ
れ
、
新
し
い
議
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
会
議
員
選
挙

後
、
初
の
議
会
が
3
月
26
・

27
日
に
行
わ
れ
、
正
副
議
長

及
び
各
常
任
委
員
会
な
ど
の

新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り

ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

3
月
26
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
御
推
挙
い

た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
責
任
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
声
を

市
政
に
十
分
反
映
さ
せ
、
誰
も
が
宮
若
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
な
お
一
層
の
努

力
を
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
議
長
と
し
て
、
市
議
会
の
運
営
が
公
平
か
つ
円
滑
に
行

わ
れ
ま
す
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り
副
議
長
の
要
職
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る

と
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
議
長
を
補
佐
し
、
市
政
の
推
進
と
議

会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
主
権
改
革
が
進
み
、
議
会
の
責
任
と
役
割
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。何

卒
、
市
民
の
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

島し
ま 

本も
と 

昌ま
さ 

典の
り

川か
わ 

口ぐ
ち  　

誠ま
こ
と

議
　
長

副
議
長

新
し
い
議
会
組
織
が
決
定

　
　
　
　
　
　
　 

就
任
あ
い
さ
つ 

　
　
　
　
　
　
　

我
々
は
全
力
を

尽
く
し
ま
す！
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予算額等

一般会計 58 億 9,585 万 1 千円

特
別
会
計

国民健康保険 9 億 932 万 2 千円

後期高齢者医療 1 億 1,260 万円

住宅新築資金等 16 万 5 千円

簡易水道事業 2,365 万 7 千円

公共下水道事業 4,968 万 4 千円

吉川財産区 191 万 5 千円

水道事業会計
（収益的支出） 1 億 4,822 万 2 千円

補正額 補正後の額

一般会計 1 億 9,464 万 9 千円
増額 161 億 7,195 万 2 千円

特
別
会
計

国民健康保険 1 億 8,935 万 7 千円
増額 40 億 485 万 2 千円

住宅新築資金等 755 万 4 千円
増額 1,201 万 9 千円

簡易水道事業 140 万円
増額 1 億 446 万 2 千円

公共下水道事業 4,971 万 8 千円
減額 5 億 5,810 万円

水道事業会計
（収益的支出）

337 万円
増額 2 億 988 万 4 千円

【
暫
定
予
算
と
は
】

本
予
算
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
会
計
年
度
の
予
算
）
が

成
立
す
る
ま
で
の
仮
の
措
置
と
し
て
編
成
さ
れ
る
も
の
で
、
当
面

必
要
な
経
費
を
主
体
と
し
、
本
予
算
が
成
立
す
る
と
そ
の
効
力
を

失
い
、
本
予
算
の
中
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度 

暫
定
予
算
決
ま
る

平
成
２６
年
度
暫
定
予
算

６
月
ま
で
に
必
要
と
な
る
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

扶
助
費
）
や
施
設
の
維
持
管
理
費
を
中
心
と
し
て
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
…
賛
成
多
数
で
可
決

そ
の
他
…
全
員
賛
成
で
可
決

平
成
２5
年
度
補
正
予
算

補
正
予
算
等
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

主
に
年
度
末
ま
で
の
見
込
み
額
の
確
定
に
伴
う
も

の
で
す
。

一
般
会
計
…
賛
成
多
数
で
可
決

そ
の
他
…
全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
柔
剣
道
場
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〔
委
員
会
審
査
＝
教
育
民
生
委
員
会
〕

旧
宮
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
を
改
修
し
、
住
民
の
体

力
づ
く
り
及
び
社
会
体
育
の
普
及
振
興
を
図
る
た
め
、

宮
若
市
柔
剣
道
場
を
設
置
し
、
宮
若
市
柔
剣
道
場
と
し

て
供
用
開
始
を
行
う
に
当
た
り
、
条
例
の
制
定
を
行
う

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〔
委
員
会
審
査
＝
教
育
民
生
委
員
会
〕

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
る
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基
準
を
定
め
る
た
め
、

宮
若
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

2月定例会
2
月
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す 
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議
会
運
営
委
員
会

●�

円
滑
な
議
会
の
運
営
を
期
す
た
め
に
、
議
会
運
営

全
般
に
つ
い
て
協
議
し
、
意
見
調
整
の
場
と
し
て

設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

　
委
員
長　
　
川　
口　
　
　
誠

　
副
委
員
長　
　
弓
削
田　
　
　
敬

　
委　
　

員　
　
茅　
野　
　
　
勝

　
委　
　

員　
　
中　
島　
健　
三

　
委　
　

員　
　
染　
矢　
正　
次

　
委　
　

員　
　
谷　
口　
重　
隆

　
委　
　

員　
　
中　
尾　
ハ
ギ
子

議
会
選
出
監
査
委
員

●��

市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
関

す
る
事
業
の
管
理
を
監
査
し
ま
す
。

遠　
藤　
嘉　
昭

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員

●��

直
方
市
、
宮
若
市
、
鞍
手
町
、
小
竹
町
で
、
構
成

し
て
い
る
事
務
組
合
で
、
休
日
等
急
患
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

島　
本　
昌　
典

中　
島　
健　
三

福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
議
会
議
員

●���

広
域
連
合
議
会
で
条
例
や
予
算
等
を
審
議
し
決
定

し
ま
す
。

川　
口　
　
　
誠

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理

施
設
組
合
議
会
議
員

●����

宮
若
市
、
鞍
手
町
、
小
竹
町
で
構
成
し
て
い
る
事

務
組
合
で
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

島　
本　
昌　
典

遠　
藤　
嘉　
昭

宮
若
市
農
業
委
員
会
委
員

●��

農
業
委
員
会
は
、「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
農
地
行

政
の
適
正
な
執
行
を
行
う
た
め
の
機
関
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寳　
部　
　
　
勝

　
　
　
　
　
　
中　
尾　
ハ
ギ
子

委
員
会

構
　
成
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総
務
委
員
会

　
委
員
長　
　
茅　
野　
　
　
勝

　
副
委
員
長　
　
神　
谷　
喜
久
雄

　
委

員　
　
間　
地　
陸　
人

　
委

員　
　
中　
島　
健　
三

　
委

員　
　
安　
永　
友　
則

　
委

員　
　
藤　
嶋　
　
　
厚

　
〈 

所 

管 

〉�

総
務
部

�

　
総
合
政
策
課

�

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�

　
総
務
課

�

　
管
財
課

�

　
市
民
生
活
課

�

　
税
務
収
納
課

�

若
宮
総
合
支
所

�

　
市
民
課
（
市
民
グ
ル
ー
プ
）

�

会
計
課

	

監
査
事
務
局

教
育
民
生
委
員
会

　
委
員
長　
　

弓
削
田　
　
　
敬

　
副
委
員
長　
　

染　
矢　
正　
次

　
委

員　
　

遠　
藤　
嘉　
昭

　
委

員　
　

萩　
本　
広　
房

　
委

員　
　

川　
口　
　
　
誠

　〈 

所 

管 

〉�

民
生
部

	

　
子
育
て
支
援
課

�

　
健
康
福
祉
課

�

　
保
護
人
権
課

�
　
環
境
保
全
課

	
	

若
宮
総
合
支
所

�
　
市
民
課
（
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

	

教
育
部

	

　
学
校
教
育
課

�

　
社
会
教
育
課

�

　
学
校
給
食
課

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
　

谷　
口　
重　
隆

副
委
員
長　
　

安　
河　
英　
幸

委

員　
　

吉　
㟢　
順　
一

委

員　
　

吉　
野　
英　
史

委

員　
　

中　
尾　
ハ
ギ
子

委

員　
　

寳　
部　
　
　
勝

　〈 

所 

管 

〉�

産
業
建
設
部

�

　
産
業
観
光
課

�

　
農
政
課

�

　
土
地
対
策
課

�

　
建
築
都
市
課

�

　
土
木
建
設
課

�

　
下
水
道
課

�

水
道
課

	

農
業
委
員
会
事
務
局
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、

国
の
防
災
基
本
計
画
、
福
岡
県
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宮
若

市
地
域
防
災
計
画
は
、
平
成
19
年
3
月
に
策

定
さ
れ
た
後
、
大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
す
る

「
減
災
」
の
考
え
方
を
新
た
に
防
災
の
基
本

方
針
と
し
、
庁
内
体
制
や
震
災
対
策
の
充

実
・
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。福

岡
県
地
域
防
災
計
画
は
、
情
報
の
収

集
・
伝
達
体
制
、
避
難
体
制
の
強
化
に
重
点

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
県
の
計
画
の
改
訂

内
容
や
、
本
市
の
行
政
組
織
機
構
と
の
整
合

性
を
図
る
と
と
も
に
、
時
点
情
報
の
更
新
・

修
正
等
を
行
い
、
現
状
に
即
し
た
計
画
と
な

る
よ
う
、
宮
若
市
防
災
会
議
に
お
い
て
、
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
動
員
計
画
に
お
け
る
災
害

対
策
本
部
設
置
後
の
配
備
体
制
に
つ
い
て
、

第
1
配
備
、
第
2
配
備
の
2
段
階
に
改
め
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
多
く
の
人
員
を
配
置

し
、
初
動
対
応
に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

宮
若
西
中
学
校
・
若
宮
小
学
校
は
、
小

中
一
貫
教
育
校
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
25
年
9
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
設
計
業
者
の
選

考
の
結
果
、
株
式
会
社
ア
ー
ル
・
ア
イ
・

エ
ー
に
決
定
し
た
旨
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
提
示
さ
れ

た
図
面
を
基
に
、
小
中
一
貫
教
育
施
設
と
し

て
の
機
能
が
十
分
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、

学
校
関
係
者
と
の
協
議
を
行
い
な
が
ら
設
計

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

主
な
施
設
概
要
で
す
が
、
敷
地
面
積
が

約
4
万
2
，5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
校
舎

の
延
べ
床
面
積
が
約
1
万
1
,
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
敷
地
の
南
東
に
新
し
い
正
門

を
設
け
、
現
在
の
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
校

舎
を
配
置
し
、
そ
の
北
側
と
現
在
の
校
舎
部

分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

新
築
す
る
校
舎
の
1
階
に
小
学
校
1
年

生
と
2
年
生
を
配
置
し
、
校
舎
中
央
部
に
は

給
食
の
時
間
に
異
学
年
の
交
流
等
が
行
え
る

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
保
健
室

と
職
員
室
、
校
長
室
等
の
管
理
諸
室
を
設
置

し
ま
す
。

2
階
に
は
小
学
校
3
年
生
か
ら
6
年
生

ま
で
、
3
階
に
は
中
学
校
1
年
生
か
ら
3
年

生
ま
で
を
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
に
習
熟

度
別
の
授
業
等
が
行
え
る
少
人
数
教
室
と
、

学
年
ご
と
の
生
活
・
学
習
形
態
に
合
わ
せ
た

活
動
や
集
会
が
行
え
る
多
目
的
室
を
設
置
し

ま
す
。

給
食
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
宮
若
西
中

学
校
が
セ
ン
タ
ー
方
式
、
若
宮
小
学
校
が
自

校
式
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
宮
若
西
中
学

校
、
若
宮
小
学
校
と
も
に
自
校
式
と
し
、
給

食
調
理
室
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
、
屋
上
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
す
。

な
お
、
生
徒
の
教
育
環
境
の
充
実
と
あ

わ
せ
、
避
難
所
・
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
使
用
を

考
慮
し
て
、
校
舎
及
び
体
育
館
に
は
全
館
に

空
調
設
備
を
完
備
し
ま
す
。

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
主
に
小
学
校
が

使
用
す
る
体
育
館
を
2
階
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
本
年
度
、
大
規
模
改
造
を
実
施
し
て

い
ま
す
中
学
校
の
体
育
館
及
び
武
道
場
に
つ

い
て
は
、
渡
り
廊
下
で
接
続
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
屋
外

プ
ー
ル
を
設
置
し
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま

で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

校
舎
の
西
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
主
に

中
学
校
の
体
育
の
授
業
や
部
活
動
の
野
球
、

体
育
祭
等
で
使
用
し
、
校
舎
北
側
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
主
に
小
学
校
の
体
育
の
授
業
や

サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
で
使
用
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
こ
れ
を
基
に
実
施
設
計
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
28
年
4

月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
の
訴
訟
は
、
本
市
が
発
注
し
ま
し
た

平
成
18
年
度
の
「
下
口
橋
（
交
付
金
）
旧
橋

撤
去
工
事
」
の
入
札
で
談
合
を
行
い
、
起
訴

さ
れ
談
合
罪
が
確
定
し
た
8
社
及
び
、
同
じ

く
平
成
19
年
度
の
「
龍
徳
（
藤
原
1
工
区
）

地
内
外
汚
水
管
き
ょ
築
造
工
事
」
の
入
札
で

談
合
を
行
い
、
起
訴
さ
れ
談
合
罪
が
確
定
し

た
14
社
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
共
同
不
法
行
為

に
よ
り
本
市
が
被
っ
た
損
害
に
対
す
る
賠
償

請
求
を
行
う
た
め
、
平
成
23
年
11
月
22
日
に

福
岡
地
方
裁
判
所
直
方
支
部
へ
提
訴
し
た
も

の
で
す
。

本
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
12
月

19
日
に
同
支
部
に
お
い
て
、
「
下
口
橋
（
交

付
金
）
旧
橋
撤
去
工
事
」
に
つ
い
て
は
、

1
，0
1
4
万
6
，0
0
0
円
及
び
こ
れ
に

対
す
る
平
成
23
年
11
月
27
日
か
ら
支
払
済

み
ま
で
年
5
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
の
支

払
い
を
命
ず
る
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
龍
徳
（
藤
原
1
工
区
）
地
内
外

汚
水
管
き
ょ
築
造
工
事
」
に
つ
い
て
は
、

9
3
9
万
1
，0
0
0
円
及
び
こ
れ
に
対
す

る
平
成
23
年
11
月
27
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で

年
5
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
の
支
払
い
を
命

ず
る
判
決
が
出
さ
れ
、
本
市
の
主
張
が
お
お

む
ね
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
判
決
に
対
し
、
被
告
側
か
ら

の
控
訴
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
判
決
に
基
づ
き
、
被
告

ら
8
社
及
び
14
社
に
対
し
賠
償
金
の
請
求
の

手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

宮
若
市
立
宮
若
西
中
学
校
・
若
宮
小

学
校
（
小
中
一
貫
教
育
校
）
の
施
設

の
整
備
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

談
合
に
よ
る
損
害
の
賠
償
請
求
訴
訟

の
結
果
に
つ
い
て

宮
若
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て

��
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��
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市
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市
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報
告
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市議会を傍聴してみませんか。

本会議・各常任委員会等の日程につきましては、日程が決まり次第、
宮若市のホームページ、宮若市役所本庁及び若宮総合支所に掲示します。

次回の定例会は

開会予定です。皆さんの傍聴をお待ちしています。
6月6日（金）

※小さなお子さんをお連れの人は議事堂への入場はできませんが、庁舎内において
　親子一緒に視聴できますので、議会事務局にお尋ね下さい。

市議会会議録はホームページからも閲覧できます。
http://kaigidb.city.miyawaka.lg.jp/dsweb.exe/

私たちは約束します。
宮若市政治倫理条例に基づく宣誓書を私たち全議員が提出しました。今回の全議員の宣誓書の提出
により、市発注の工事や物品納入等から議員の関与を排除出来るようになります。

市工事等に対する遵守事項 市工事等の契約の辞退に努めます。

市長等及び議員（配偶者、２親等以内又は同居の親族を含む）の市工事等の請負契約や下請工事、
一般物品納入契約など。

いかなる雇用形態であっても市長等及び議員に対して報酬、給与、社会保険料を負担している企業。

当該法人の役員辞任に努めます。

議員が役員として経営に関与している
法人その他の団体が、市が設置した施
設の指定管理者の指定を受けようとす
る場合。

議員が役員として運営に関与している

法人等で市内に所在するものが、市等
の公共団体若しくは公共的団体からの

財政的な負担措置を受けている場合。

指定管理者の指定に対する遵守事項

宮若市政治倫理条例の宣誓書に全議員が署名

Miyawaka City No.357



み
や
わ
か
市
議
会
だ
よ
り

み
や
わ
か
市
議
会
だ
よ
り

36号
2014
平
成
26年

5
月
1
日

●
発
行
／
宮
若
市
議
会
　
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

●
〒
823 -0011 福

岡
県
宮
若
市
宮
田
29 -1

●
TEL 0949 -32 -1135／

FA
X 0949 -32 -0523
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編
集
後
記

編
集
後
記

こ
の
度
、
議
会
広
報
調
査
特
別

委
員
会
の
委
員
長
と
な
り
ま
し

た
。春

は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節

で
す
。
良
い
出
会
い
は
、
人
を
成

長
さ
せ
、
更
な
る
段
階
へ
と
踏
み

出
す
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で

す
。議

会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
出
会
い
が
次
の
一

歩
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
4
年
間
、
議

会
の
情
報
を
的
確
に
お
伝
え
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
目
線

に
立
っ
た
、
わ
か
り
や
す
い
議
会

広
報
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

安
河　

英
幸

●
答
弁
さ
れ
る
と
き
、
も
う
少
し

ゆ
っ
く
り
と
、
は
っ
き
り
と
し
て

ほ
し
い
。
少
し
聞
き
取
り
に
く

い
。

70
代
以
上

●
市
政
の
開
示
化
を
求
め
て
い
く

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
発
言
を
し

て
広
げ
る
か
、
知
恵
を
働
か
せ
て
い

き
た
い
。

70
代
以
上　

男
性

●
高
齢
者
の
ま
ち
で
す
。
高
齢
者

の
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
く
だ

さ
い
。
新
鮮
市
場
の
跡
地
を
何
と

か
（
ス
ー
パ
ー
な
ど
）
し
て
い
た

だ
く
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

70
代
以
上　

女
性

●
中
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
て
1
年

近
く
な
り
ま
す
が
、
私
が
目
に
す

る
限
り
で
す
が
、
冬
の
寒
い
と

き
、
夏
の
暑
い
と
き
、
バ
ス
停
で

バ
ス
を
待
つ
間
し
の
げ
る
場
所
を

考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

60
代　

女
性

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
の
議
会

運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

安　

河　

英　

幸

副
委
員
長　
　

茅　

野　
　
　

勝

委　
　

員　
　

川　

口　
　
　

誠

委　
　

員　
　

神　

谷　

喜
久
雄

委　
　

員　
　

萩　

本　

広　

房

委　
　

員　
　

染　

矢　

正　

次

委　
　

員　
　

吉　

﨑　

順　

一

宮若市議会議員

安
永　

友
則

や
す
な
が

と
も
の
り

藤
嶋　
　

厚

ふ
じ
し
ま

あ
つ
し

萩
本　

広
房

は
ぎ
も
と

ひ
ろ
ふ
さ

染
矢　

正
次

そ
め
や

し
ょ
う
じ

吉
野　

英
史

よ
し
の

ひ
で

し

安
河　

英
幸

や
す
か
わ

ひ
で
ゆ
き

神
谷　

喜
久
雄

こ
う
や

き

く

お

中
島　

健
三

な
か
し
ま

け
ん
ぞ
う

中
尾　

ハ
ギ
子

な
か
お

こ

吉
﨑　

順
一

よ
し
ざ
き

じ
ゅ
ん
い
ち

間
地　

陸
人

ま

じ

む
つ
と

谷
口　

重
隆

た
に
ぐ
ち

た
か

し
げ

茅
野　
　

勝

か
や

の

ま
さ
る

川
口　
　

誠

か
わ
ぐ
ち

ま
こ
と

弓
削
田　

敬

ゆ

げ

た

た
か
し

遠
藤　

嘉
昭

え
ん
ど
う

か
し
ょ
う

寳
部　
　

勝

た
か
ら 島

本　

昌
典

し
ま
も
と

ま
さ
の
り

べ

ま
さ
る


